
（９）中学校音楽部会 

会 長 和田祐二  （中村中学校） 

副会長 門田碧彩希（中村西中学校） 

   事務局 下山 歩 （西土佐中学校） 

 

１．研究主題   

『聴こう 歌おう 深めよう』 

 

２．研究経過 

実施年月日 研究のあらまし 会場 備考 

令 5年 

5月 9日（火） 

四万十教育研究会 組織総会 

内容；役員選出、研究主題設定、年

間計画 

中村中学校 3名参加 

8月 22日（火） 学習会 

内容：筝の演習 

中村西中学校 3名参加 

 

３．取り組み 

 音楽科の学習内容は、「歌唱」「器楽」「鑑賞」「創作」の４つに分けられますが、今年度は講師に大原

敦子先生をお招きし、「筝を使った授業づくり」と題して実技研修を行いました。 

（１）研修内容 

  ①弾くための準備…座り方・姿勢、右手・左手、弾き方・爪 

  ②平調子で弾く 

  ③「さくらさくら」…押し手、かき手、わり爪、輪蓮、合わせ爪 

  ④鑑賞曲「六段の調べ」…筝の技法、初段に合わせて弾く、曲の特徴 

  ⑤筝でいろんな曲を楽しもう「愛の花」 

 

（２）参加者の感想 

  〇筝のいろんな奏法を知ることは、生徒たちにとって興味深いことだと思うので、曲の面白さに 

   つながるので教えていただけてよかった。 

  〇奏法に工夫があることを知り、日本の伝統音楽のよさを再確認できた。 

  〇ペア学習をするときの伴奏のつけ方を押しえていただきアンサンブルの楽しさを知れた。 

  〇古典だけでなく、生徒が日頃耳にする曲を授業に取り入れることで、より一層筝が身近な楽器に 

   感じられるのではないかと思った。 

 

 

４．今年度の成果と課題 

 音楽部会は 3名という少人数での研修会でしたが、和楽器の指導について、講師の先生からた

くさんのことを学ぶことができました。実技を中心に教えていただき、改めて、音楽活動の楽し

さを感じ、今後の授業づくりに生かしていきたいと思いました。また、参加された先生方も、大

変意欲的に取り組み、有意義な研修会ができたのではないかと思います。 

  


